
不浸透性シートを利用した家畜ふん尿野外堆積施設（第二報） 

 畜産試験場では、家畜排せつ物法に対応する低コストで簡易な家畜ふん尿処

理 保管施設を設置し、畜産農家等を対象に実証展示をしてきました。施設設

置の流れを下図に示しましたので、現場で設置する際の参考にしてください。 

①ローダーなどで設
置予定区画の表土を
掘削する。
　集排水性をよくす
るため、底面には緩
やかな勾配をつけ
る。

⑥底面全体が隠れる
程度にモミガラを敷
く。

②周囲にはできるだ
け堅固な土手をつく
る。
　勾配に沿って集排
水用の溝を１～３本
掘り、その先には排
汁回収用の槽を掘
る。

⑦重機がシートを直
接踏まぬよう、先に
掘削した表土を手前
（出入り口）側から
戻す。
　出入り口にはシー
ト保護用に、別に
マットなどを敷いて
おく。

④下敷きシートの一
部を貫通させ、塩ビ
管などで排汁回収槽
へ配管する。
 貫通部から排汁が
漏れないよう、耐水
テープなどで十分に
加工する。

⑨水分調整済みの糞
を搬入する。搬入物
はカマボコ上に堆積
する。

③底面に鋭利な突起
物や石などがないの
を確認し、下敷き
シート（不浸透性）
を敷く。
 溝に沿って暗渠管
を設置し、一方へ排
水するように配管す
る。

⑧重機をゆっくりと
前後に往復させなが
ら、床土を締め固め
る。
　床土上での回転や
方向転換はできるだ
けしないこと。

⑤排汁回収槽は不浸
透性シートで溜をつ
くるか、耐腐食性の
タンクなどを用い
る。
　雨水が流入しな
い、また側壁が崩落
しないように造成す
ること。

⑩強風で飛ばされな
いように、防鳥ネッ
トなどで被覆シート
をおさえ、周囲は土
を盛るか土嚢などの
重りでしっかりと固
定する。
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